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̶̶ これまでの活動経緯は？

　今年で16年目。最初は、子ども会の活

動として市のドッジボール大会に参加し

ていましたが、監督だった父が本格的

に活動したいと考え、1999年に協会登

録しました。

̶̶ 棚橋さんが監督になったきっかけ

は？

　現在のチーム代表が監督をしていま

したが、世代交代ということで2008年に

引き継ぎました。ちょうど新6年生が一人

もいなかったので、新しいチームをつく

るには良い機会でした。

̶̶ でも、「監督」と呼ばれるのはあま

りお好きではないとか……。

　はい、子どもたちと一緒にやっている

感覚なので。ドッジボール以外でも困っ

たことがあれば何でも相談に乗りますし、

なるべく子どもと同じ目線でいたいんで

す。だから、子どもたちには「あきちゃん」

と呼ばせています。もう、「ちゃん」と呼ば

れるには微妙な年齢ですけど（笑）。

̶̶ チームの活動方針は？

　メンバーが多いこともありますが、狭

い体育館で1年生から6年生までが一緒

に練習するので、普段から高学年が低学年の面倒を見たり、子どもたち自身でで

きることは協力してやるようにと伝えています。また練習日が少ないことも特徴で、

昔から週1回、土曜日の1～ 5時だけです。運動することの楽しさを知りながら、心

も体も成長できる場になるよう心掛けています。

̶̶ それでも、昨年は春の全国大会に初出場しました。

　ええ、ベスト8まで進みました。メンバーは小学1年生から続けてきた子どもも

多く、週1回の練習ですが、ずっとやっ

てきたことが大きな力になったと思いま

す。初めて全国大会に出て、子どもたち

も自然とカラーコートを目指すように

なったので、いつかは全国制覇したい

ですね。

̶̶ ところで、メンバー数が多いのは

なぜですか？

　4月の体験会、夏休み合宿、そして3月

には親子ドッジ＆お別れ会を継続的に

やっていますが、体験会を開くことで、1

年生が途切れることなく入るようになりま

した。保護者としては「1カ月300円で土

曜日の午後に子どもを預かり、運動もさ

せてくれる」という感覚なのでしょう。幼

稚園のママ友つながりで保護者が保護

者を集め、体験会をきっかけに入部して

くれることが多いですね。入ってからは

お友達と一緒に少しずつ慣れていき、3

年生になったからといって、いきなりトッ

プチームに入るのではなく、ジュニアや2

チーム目での経験を積み、「強くなりた

い」という気持ちが育ってからトップチー

ムでプレーをするという流れになります。

無理はさせないし、子ども同士が教え合

う環境も、入部のしやすさにつながって

いると思います。

̶̶ 今後の課題は？

　パパの部、ママの部の大会に参加している保護者の方も一緒に練習している

ので、子どもたちを見守ったりサポートしてくれます。大人の指導者が少なく、中高

生コーチはいますが、受験やバイトも忙しいので、主人と2人で練習を見ることもあ

ります。余裕を持って指導するためにも、若手指導者も育てていきたいです。
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神奈川県のほぼ中央に位置する海老名市。この地で中新田小学校（児童数500名弱）をホームグラウンドとして、メンバー総数約60名
を誇るクラブチームがある。今回は、ご主人と共にD1の2チームとキッズ、ジュニア、パパ、ママ、一般チームを率いる監督の棚橋亜紀
さんにお話を伺いました。

60人を率いるあきちゃんこと棚橋亜紀監督

中新田小学校体育館での練習光景

■2015年度主催大会について

　2015年度に開催されるJDBA主催大会は次の通りです。

新登録が完了できない場合は、資格失効となりますので、お気を付けください。

※中高生競技者で有効期限が2016年3月31日以降の方については、今回の更新はありませんの
で、2014年度にお使いいただいた会員証をそのまま保管してください。

※2015年度はルールブックの改定年度となりますので、公認審判員の方はご購入をお願いいた
します。

■チームサイト・メンバーサイトの定期的なご確認のお願い

　チームサイト・メンバーサイトでは、JDBA事務局からのお知らせを掲載していま

す。重要なお知らせを掲載することもありますので、定期的なご確認をお願いいた

します。また、引っ越しをしたときや連絡先が変わったときはチームサイト・メン

バーサイトの情報を忘れずに更新していただきますよう、お願いいたします。

■広報紙掲載チーム募集中！

　年2回発行される広報紙では、全国各地のドッジボールチームを紹介します。カ

テゴリーや戦歴など一切問いません（パパさんチーム・ママさんチームでもOKで

す）。掲載希望のチームは公式サイトのお問い合わせよりお知らせください。

■2015年度更新、間もなく開始！

　2014年度に公認審判員（A ～ C級）・公認指導者（区分Ⅰ）の資格保有と、一般競

技者・中高生競技者の登録を行っている方は、2015年度更新をお願いいたします。

2015年度更新は2015年4月1日より5月31日までの受付となっています。期限内に更
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開催日

8月9日

9月13日

12月12・13日
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エコパアリーナ（静岡県）

小田原アリーナ（神奈川県）

で愛・ふれ愛ドーム（岐阜県）

東京体育館（東京都）



北信越ブロック集合学習②講習会の様子

　2014年12月20・21日の2日間、国立オリンピック記念青少年総合センターで

第1回全日本女子総合選手権が開催されました。合宿形式で行われた大会で

は、女子バレー元日本代表の吉原知子さんから「自分自身の練習の取り組む

時の気持ち」「けがをした時の過ごし方」「試合直前の気持ちの作り方」等のお

話を伺い、選手たちも熱心にメモを取りながら聞き入っていました。また、大

会は狭い会場で行われましたが、コートと観客席との距離が近く両者の熱気

で大変盛り上がりました。
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 熱いぞ！
ドッジボール

2日間の熱戦と交流
女子選手の未来に向けた
初の試み

選手を前にお話される女子バレー元日本代表の吉原知子さん D-1Gの部優勝のFillies シニア女子の部優勝のOVER DRIVE

公認指導者
養成講習会について
指導委員会 委員長 岩見喜市

D-1Gの部
優勝 Fillies（静岡県）
準優勝 板東ビクトリー女組（徳島県）
第3位 KENOHホワイトエンジェルス（新潟県）
第4位 東京桜SWeet.V（東京都）

シニア女子の部
優勝 OVER DRIVE（千葉県）
準優勝 G’z（福岡県）
第3位 BUCKS（奈良県）
第4位 HOLICK（愛知県）

■大会結果

　2015年2月28日から3月1日にかけて、今年度最後の全国大会となる『2014J.D.B.A.全日本選手権』と『第24

回春の全国小学生ドッジボール選手権全国大会』が開催されました。

　2014全日本選手権は、前回王者のゴテンクス（三重県）が第18回夏小・春小の全国大会を連覇したメン

バー 8名を擁する杉小脚音（宮城県）を決勝で破り大会2連覇。第24回春小は夏小準優勝のBLAZE（三重

県）がメッツ萩原（愛知県）をフルセットの僅差で制し、悲願の初優勝となりました。

速報！
全日本選手権＆第24回春小は
三重県勢が制す

2014J.D.B.A.全日本選手権
優勝 ゴテンクス（三重県）
準優勝 杉小脚音（宮城県）
第3位 九州闘球會（福岡県）
 storm-SP（埼玉県）

第24回春の全国小学生ドッジボール選手権全国大会
優勝 BLAZE（三重県）
準優勝 METS萩原（愛知県）
第3位 駅川ソレイユ（大分県）
 くろぼくガッツ エース（鳥取県）

■大会結果

全日本選手権優勝のゴテンクス 春の全国小学生ドッジボール選手権全国大会優勝のBLAZE

リレートーク

理事の理事の

日本ドッジボール協会事務局には、皆様方から日々さまざまなお問い合わせやご意見が寄せられています。

ドッジボールを愛される皆様だからこその、想いやお気持ちが伝わってきます。

そこで、今回からは各委員会を担当する理事の方々に、

事業の内容やドッジボールに対する思いを綴ってもらいます。

初回は、新設されたばかりの指導委員会の担当理事・岩見喜市です。

　（公財）日本体育協会への加盟に伴い、

ドッジボール指導者に対する期待度、重

要度がクローズアップされています。本協

会でも正しい知識や指導技術、指導者と

しての人間性などを兼ね備えた指導者を

養成するため、指導者養成講習会を実施

しているところです。その資格制度を今

年度からスタートさせましたが、昨年度と

今年度の2年間にわたり講習会を開催した結果、すでに396人もの方々が準指

導員区分Ⅰの資格を得ています（3/3時点）。受講された方々は、ドッジボール

指導者としての見識や指導力、各プレーヤーの個性にあった指導方法などを

身に付け、各チームで手腕を発揮しているとともに、地域社会でも活躍・信頼

され、チームの発展と競技の普及にご尽力していることと思います。

　この準指導員区分Ⅰの資格を取得するために必要な講習会は、2015年度よ

り「集合学習①」は各都道府県協会主催、「集合学習②」はブロック主催となり

ます。詳しくは公式サイトをご覧ください。

　また、2015年度からは準指導員区分Ⅱの資格取得に必要な講習会「集合学

習④」を開催しますが、指導委員会では現在着 と々準備を進めています。追っ

て情報を発信しますので、

ご確認ください。

　さらに、2017年度からは

公認指導者資格に関する義

務付けが施行される予定で

す。指導委員会の立場から

申し上げますと、チームの監

督・コーチ・マネージャーの

方々はもちろんですが、チー

ム関係者や保護者の皆様にも是非講習会に参加していただき、正しい知識を

身につけてご自身のお子様の指導にあたるとともに、指導者の指導根拠を理

解し、チーム一丸となって選手を支えることで、ドッジボールを通じて選手には

心身ともに健やかに育ってほしいと願います。選手たちの未来とドッジボール

発展のため、協力し合いながら取り組んで行きましょう。

集合学習①

集合学習②

集合学習③

集合学習④
※実習あり

■集合学習のカリキュラム

主催

都道府県ドッジボール協会

ブロック連絡会
（2015年度より）

都道府県ドッジボール協会
※2015年度より正式運用（予定）

日本ドッジボール協会

実施内容

・ドッジボールの導入学習
※『おやこドッジすくうる』プログラムの理解と実践

・協会の歴史と協会理念
・指導者の役割と暴力行為の根絶
・ドッジボール指導における安全管理
・ドッジボール指導の基礎理論、基礎技術

・ドッジボール競技の審判法

・選手管理、チーム管理に関する単元
・ドッジボール競技の戦術理解に関する単元
※いずれも予定

・各集合学習は8時間の研修です。但し、集合学習④は8時間の集合学習が終わった後、10時間の
実習が必要です。

・集合学習①と集合学習②を修了された方は、『JDBA公認準指導員＜区分Ⅰ＞』という資格を得る
ことができます。
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・ドッジボール競技の審判法

・選手管理、チーム管理に関する単元
・ドッジボール競技の戦術理解に関する単元
※いずれも予定

・各集合学習は8時間の研修です。但し、集合学習④は8時間の集合学習が終わった後、10時間の
実習が必要です。

・集合学習①と集合学習②を修了された方は、『JDBA公認準指導員＜区分Ⅰ＞』という資格を得る
ことができます。
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̶̶ これまでの活動経緯は？

　今年で16年目。最初は、子ども会の活

動として市のドッジボール大会に参加し

ていましたが、監督だった父が本格的

に活動したいと考え、1999年に協会登

録しました。

̶̶ 棚橋さんが監督になったきっかけ

は？

　現在のチーム代表が監督をしていま

したが、世代交代ということで2008年に

引き継ぎました。ちょうど新6年生が一人

もいなかったので、新しいチームをつく

るには良い機会でした。

̶̶ でも、「監督」と呼ばれるのはあま

りお好きではないとか……。

　はい、子どもたちと一緒にやっている

感覚なので。ドッジボール以外でも困っ

たことがあれば何でも相談に乗りますし、

なるべく子どもと同じ目線でいたいんで

す。だから、子どもたちには「あきちゃん」

と呼ばせています。もう、「ちゃん」と呼ば

れるには微妙な年齢ですけど（笑）。

̶̶ チームの活動方針は？

　メンバーが多いこともありますが、狭

い体育館で1年生から6年生までが一緒

に練習するので、普段から高学年が低学年の面倒を見たり、子どもたち自身でで

きることは協力してやるようにと伝えています。また練習日が少ないことも特徴で、

昔から週1回、土曜日の1～ 5時だけです。運動することの楽しさを知りながら、心

も体も成長できる場になるよう心掛けています。

̶̶ それでも、昨年は春の全国大会に初出場しました。

　ええ、ベスト8まで進みました。メンバーは小学1年生から続けてきた子どもも

多く、週1回の練習ですが、ずっとやっ

てきたことが大きな力になったと思いま

す。初めて全国大会に出て、子どもたち

も自然とカラーコートを目指すように

なったので、いつかは全国制覇したい

ですね。

̶̶ ところで、メンバー数が多いのは

なぜですか？

　4月の体験会、夏休み合宿、そして3月

には親子ドッジ＆お別れ会を継続的に

やっていますが、体験会を開くことで、1

年生が途切れることなく入るようになりま

した。保護者としては「1カ月300円で土

曜日の午後に子どもを預かり、運動もさ

せてくれる」という感覚なのでしょう。幼

稚園のママ友つながりで保護者が保護

者を集め、体験会をきっかけに入部して

くれることが多いですね。入ってからは

お友達と一緒に少しずつ慣れていき、3

年生になったからといって、いきなりトッ

プチームに入るのではなく、ジュニアや2

チーム目での経験を積み、「強くなりた

い」という気持ちが育ってからトップチー

ムでプレーをするという流れになります。

無理はさせないし、子ども同士が教え合

う環境も、入部のしやすさにつながって

いると思います。

̶̶ 今後の課題は？

　パパの部、ママの部の大会に参加している保護者の方も一緒に練習している

ので、子どもたちを見守ったりサポートしてくれます。大人の指導者が少なく、中高

生コーチはいますが、受験やバイトも忙しいので、主人と2人で練習を見ることもあ

ります。余裕を持って指導するためにも、若手指導者も育てていきたいです。

DBチーム
探訪

日本全
国

ドッジのWA
！

60人の熱き想いをのせて
（中新田ファイヤーズ）

JDBAインフォメーション
協会からのお知らせ

一般財団法人日本ドッジボール協会
http://www.dodgeball.or.jp
〒105-0004 東京都港区新橋6-4-3 ル・グラシエルBLDG.7-405
TEL.03-5776-1830　FAX.03-5776-1840

神奈川県のほぼ中央に位置する海老名市。この地で中新田小学校（児童数500名弱）をホームグラウンドとして、メンバー総数約60名
を誇るクラブチームがある。今回は、ご主人と共にD1の2チームとキッズ、ジュニア、パパ、ママ、一般チームを率いる監督の棚橋亜紀
さんにお話を伺いました。

60人を率いるあきちゃんこと棚橋亜紀監督

中新田小学校体育館での練習光景

■2015年度主催大会について

　2015年度に開催されるJDBA主催大会は次の通りです。

新登録が完了できない場合は、資格失効となりますので、お気を付けください。

※中高生競技者で有効期限が2016年3月31日以降の方については、今回の更新はありませんの
で、2014年度にお使いいただいた会員証をそのまま保管してください。

※2015年度はルールブックの改定年度となりますので、公認審判員の方はご購入をお願いいた
します。

■チームサイト・メンバーサイトの定期的なご確認のお願い

　チームサイト・メンバーサイトでは、JDBA事務局からのお知らせを掲載していま

す。重要なお知らせを掲載することもありますので、定期的なご確認をお願いいた

します。また、引っ越しをしたときや連絡先が変わったときはチームサイト・メン

バーサイトの情報を忘れずに更新していただきますよう、お願いいたします。

■広報紙掲載チーム募集中！

　年2回発行される広報紙では、全国各地のドッジボールチームを紹介します。カ

テゴリーや戦歴など一切問いません（パパさんチーム・ママさんチームでもOKで

す）。掲載希望のチームは公式サイトのお問い合わせよりお知らせください。

■2015年度更新、間もなく開始！

　2014年度に公認審判員（A ～ C級）・公認指導者（区分Ⅰ）の資格保有と、一般競

技者・中高生競技者の登録を行っている方は、2015年度更新をお願いいたします。

2015年度更新は2015年4月1日より5月31日までの受付となっています。期限内に更

大会名

第25回全日本ドッジボール選手権
全国大会

2015J.D.B.A.全日本選手権

第2回全日本女子総合選手権

第25回春の全国小学生
ドッジボール選手権全国大会

開催日

8月9日

9月13日

12月12・13日

2月21日

会場

エコパアリーナ（静岡県）

小田原アリーナ（神奈川県）

で愛・ふれ愛ドーム（岐阜県）

東京体育館（東京都）


